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「ようこそ、伝統の継承者」

編集後記

今月の表紙

カメラマン：文化会写真部 デジタルパート 
　　　　　　田中佑典さん、永見茜さん
モデル：文化会書道部 西田翔悟さん、豊嶋友未香さん

　新入生の皆さん入学おめでとうございます。国内屈指の歴史と伝
統を有する関西大学にようこそ。さて、本学は正義を権力より護れを
建学の精神とし、学の実化（学理と実際との調和）を学是に掲げ、市
民の教育に貢献し、社会を先導してきました。近年は、国際性、知性と
先進性、歴史と伝統を掲げ、教育、研究の充実とともに学生支援力に
おいても、さらに高度に進化し続けています。私は、1975年に社会
学部に入学し、卒業後も職員として奉職し、伝統の継承者として、先
輩やかわいい後輩と共に一時代を過ごしていることに、大きな誇り
を感じています。在学中は、専門分野を学び、課外活動では心身を鍛

錬し、充実した学生生活を送ることができました。先生や先輩から
は、理想の府で学べることに感謝し、建学の精神、学是と共に歴史と
伝統ある「学歌」の意味を深く理解すること、積極的に、主体的に、謙
虚に、柔軟に、気付く力を持ち、関西大学の一員として、誇り高く「凛」
として振る舞うことを教示いただきました。今も先生や先輩からの指
導・助言や、さまざまな経験を積むことを許容いただいた母校に心
から感謝しています。この恵まれた環境の中で自ら“考動”し、良き
師、良き書、良き友を得、また関西大学の「伝統の継承者」としての誇
りと共に意義ある学生生活を送ってください。ようこそ関西大学へ。

　この冬は例年以上の寒さでしたが、それを耐えてきたからこそ、新緑と桜満開の春を迎えました。厳しい受験を乗り越えた新入生たちの心境その
ものでしょう。新年度の第一号として、本号の冒頭では、読書について一緒に考え、先輩たちがお薦めの本や図書館の利用の仕方などを詳しく紹介
しています。新生活を機に、専門知識や趣味教養を高めるよい機会になれたらうれしいです。その他は、役立つキャンパスマップやキャンパスの緑に
まつわるエピソード、各学部の紹介などの情報も満載なので、ぜひ手に取って見てください。
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こんにちは。書道部です！ 書道部では、毎年の「書展」に向け
て活動しています。書道というと、難しく感じるかもしれません
が、未経験者も多く、先輩も多いので確実に上手になりますよ！ 
新入生の皆さん、大学で新しいことをするなら書道部へ！

　2月23日、関西大学梅田キャンパス“KANDAI Me RISE”
内で展開する起業家育成・支援事業が中小企業庁より

「創業機運醸成賞」を受賞しました。
　支援事業の活動拠点である「スタートアップカフェ大
阪」は、梅田キャンパス開設以来、個別相談のみならず、民
間企業や公的機関等と連携し、起業家やさまざまな分野
の専門家を迎えイベント
を開催。多岐にわたるテー
マで、参加者の将来のキャ
リアを考える際に選択肢
の一つに「起業」の道があ
ることを示してきました。
学生のみならず、会社員や
主婦など幅広い層を受け
入れ、開設からわずか1年
余りで相談者数は1,200
人を超え、イベント参加者
数は5,100人にもおよび
ます。創業数は32社にの
ぼり、今後ますますの躍進
が期待されます。

梅田キャンパスが中小企業庁より
「創業機運醸成賞」を受賞

（広報委員・システム理工学部准教授　呂仁国）

学生サービス事務局長　中塚義史

公式SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）では、
大学ウェブサイトでは紹介しきれない最新ニュースやイ
ベント情報など、さまざまなコンテンツを配信。関西大学
のフォロワーになってキャンパス情報を入手しましょう。

　 Facebook
　 （@kansai.u）
　最新ニュースやイベ
ント情報、学生・教職員
の活躍などを日々投稿
しています。また、在学
生に対して緊急性が高
いと判断した情報も、補
完的にFacebookで発
信します。

学生スタッフなど募集のお知らせ 関西大学公式SNSを利用しよう！

　 Twitter
　 （@UnivKansai）
　Facebookと連動し
て各種ニュースをツイー
トしています。在学生に
対する緊急連絡も発信
します。

　 YouTube
　 （Kansai University 
　 Official Channel）
　関大生が制作した「関
西大学学歌」の動画や入
学式・卒業式の様子など、
さまざまな動画コンテ
ンツを公開しています。

　 Instagram
　 （@kansai_university）
　四季折々のキャンパス
風景、関西大学の素敵な
写真を投稿しています。

　ピア・サポート活動（学生による学生の支援）を実践する8
つのコミュニティがあります。教職員のバックアップのもと、
さまざまなサポートプログラムを企画・運営しています。

ピア・コミュニティ

ボランティア活動支援グループ
volunteer@ml.kandai.jp問い合わせ先

　関大生にボランティアを広めることを目的に、環境や防災
など身近な問題への意識啓発やボランティア体験ツアーな
ども行っています。

ボランティアセンター学生スタッフ

ボランティア活動支援グループ
volunteer@ml.kandai.jp問い合わせ先

　体育会所属選手に対するスポーツ傷害の応急処置・テー
ピング・ストレッチ、アスレティックリハビリテーション補助を
行い、各部の練習・試合でのサポートもしています。

ATルーム学生トレーナー部

ATルーム学生トレーナー部
kaisers_kuat@yahoo.co.jp問い合わせ先

　他にも、関西大学では、学内のさまざまな所で学生が活躍
しています。
● 授業支援SA、LA、TA
● 学生相談・支援センター学生支援スタッフ
● キャリアセンター学生スタッフ
● 国際部レジデント・アシスタントなど
● S&C（ストレングス＆コンディショニング）学生スタッフ
　募集告知は、インフォメーションシステム「お知らせ」や学
内ポスターなどでお知らせしますので確認してください。

　高校生・保護者の大学見学時の対応（キャンパス案内な
ど）、オープンキャンパス実施運営、入試広報冊子への取材
協力などを行っています。

入試広報学生スタッフ

入試センター入試広報グループ
nyushikoho@ml.kandai.jp問い合わせ先



必要な資料を各キャンパスの図書館や学内の研究所、資料室から身近な図書館に取り寄せて利用できます。
休館日につきましては図書館ウェブサイトの開館カレンダーをご確認ください。

図書館サービス

図書館情報

展示された本は
通常時より約２.５倍
貸し出されたと
いう実績あり！

大学生の読書時間の減少が
浮き彫りになっています。
そこで皆さんが利用できる図書館のサービス
や情報を紹介します。
ぜひ図書館を
活用してみてください。

高槻キャンパスの図書教室棟（B棟）の地
下1階にあり、総合情報学部および総合情報
学研究科における学習・研究のための資料
を中心に所蔵しています。

高槻ミューズキャンパスの西館1階にあり、
社会安全学部および社会安全研究科におけ
る学習・研究のための資料を中心に所蔵し
ています。

堺キャンパスのB棟2階にあり、人間健康学
部および人間健康研究科における学習・研
究のための資料を中心に所蔵しています。

図書館ウェブサイトのコンテンツであるデータベースポータ
ルや電子リソースポータルでは、国内外の学術情報データ
ベースや電子ジャーナルにリンクし、最新の文献や情報を
提供。また、蔵書検索システム「KOALA」では資料の予
約・相互利用・購入希望申し込み、利用状況照会といっ
たウェブ上での各種サービスを提供しています。

各種の研究用参考図書や国内外の新着雑誌、新聞、地図
などを集めた1階 「レファレンス室」、学生用のスペースとし
て、フロアを人文・社会科学と自然科学・工学のエリアに
分け、系統的に学習用図書を配置した2階「開架閲覧室」、
そして3階には雰囲気の異なる3つの「一般閲覧室」とゼミ
やグループで研究討議などができる「グループ閲覧室」を
設置。また2層からなる地下書庫には、研究用図書と製本
雑誌を配置しています。

（貸し出しの際には申請が必要な場合があります。）

グループ学習のための図書館ラーニング・コモンズがあります。

KUコアラは千里山キャンパス総合図書館を拠点に、学生
が図書館を利用しやすくなるように学生目線で活動を行って
いるコミュニティです。主な活動内容は、サポータ独自の目線
で選んだ本を紹介する「特集本展示」や、紀伊國屋書店と共
催で実施する「ポップ講座」、図書館にある本を紹介する「コ
アラ通信」、「関大生に読んでほしい本100選」冊子配布など
の企画を行っています。KUコアラは図書館を学生同士の交

高槻キャンパス図書館

総合図書館（千里山キャンパス）

ミューズ大学図書館 堺キャンパス図書館

あらすじを見て面白そうだったので、読んでみたいと思っ

ていました。書店でアルバイトをしていますが、本に囲まれ

ているだけでテンションが上がるくらい本が好きです。大学

の図書館も利用しますが、小説が少ないように感じるので、

地元の図書館も利用します。本は月に７～８冊読み、小説だっ

たらジャンルはさまざま。手にするのは賞を受賞した本や話

題になっている本、映像化された本が多いです。話題にな

るということはそれだけの魅力や意味があると

思うからです。書店に置いてある本の紹介

冊子を見るのも好きで、本の新規開拓に便

利です。本を読む学生が少ないようなので、

皆で本を読んでいろいろな話ができたら

楽しいだろうなと思います。

社会学部 ２年次生  土居 りさ子 さん

ジ ェ ノ サ イ ド
高 野 和 明

選 ん だ 本

［授業・試験期間］
月～金 9：00～2０:00　土 9:00～17:00

［授業・試験を行っていない期間］
10:00～17:00

開
館
時
間

開
館
時
間

［授業・試験期間］
月～土 9：00～22:00　日・祝日 10:00～18:00

［授業・試験を行っていない期間］
月～金 10:00～20:00　土 10:00～18:00　日・祝日　休館

［授業・試験期間］
月～金 9：00～2０:00　土 9:00～17:00

［授業・試験を行っていない期間］
10:00～17:00

開
館
時
間

［授業・試験期間］
月～金 9：00～2０:00　土 9:00～17:00

［授業・試験を行っていない期間］
10:00～17:00

開
館
時
間

流の場にするだけでなく、情報交換が図れ
る図書館作りを目指しています。

本が好きな人や図書館に興味のある人は、
凜風館1階ピアエリアまたは、有鄰館3階にある
KUコアラのBoxをぜひ訪ねてみてください。
一緒により良い図書館を作っていきましょう。

ＫＵコアラとは？？

KUコアラでは

さまざまな活動を

行っています。例え

ば「特集本展示」が

あります。昨年11

月末から半月間、

コーヒーをテーマ

に、15冊をKUコア

ラの学生が選んで

展示したところ、貸

し出し回数は計18回でした。リーダーの山口和晃さん（経2）は

「私たちが推薦本のポップも作るので、そういう効果もあり思って

いた以上に学生に読んでもらっている感じです」と話します。

また、メンバーの田中優香さん（文3）や山﨑育生さん（文2）

も「ポップ作りは本人のセンスが問われるので気合いが入りま

すし、反響があるのでとてもわくわくします」と話します。入学し

てすぐメンバーになった松原志奈さん（社1）は「昨年新たに加

わったメンバーの人数が比較的少なかったので、先輩から丁寧

に教わることができました。図書館の裏側がのぞけるのも面白

いです。本に興味のある人なら誰でも大歓迎です」と呼び掛け

ています。

KUコアラの皆さん

（左から）
田中優香さん、山口和晃さん、松原志

奈さん、山﨑育生さん

読書について

文学部に入学したので、本を積極的に読んだほうが良いかなと思い、今まで以上にペースを上げて読むようになりました。英米文化に興味があり、英語を勉強していた時に、比喩や表現の豊かさなど、日本語の良さにふと気付きました。それ以降は小説が面白く感じます。実はピア・コミュニティに所属しているので、このKUコアラの活動を知っていました。どのような様子か気になっていたので、実際に展示コーナーを見てみたら面白そうな本と出会えまし
た。KUコアラの活動は一から企画を立て、自
分たちで本を選んでいるので大変そうです
が、本を選ぶ時は展示コーナーを活用する
ことが多く、本の事情も分かるのでこれ
からもがんばってほしいと思います。

文学部 １年次生  高坂 彰吾 さん

八 日 目 の 蟬
角 田 光 代

選 ん だ 本

（中央公論新社）（中央公論新社）

（角川書店）（角川書店）

突撃ＫＵコアラが推薦した本を読んだ学生に　　　 インタビューしました！
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PROFESSOR’S COMMENTS

文学部　関 肇教授 次回のテーマは…「電子マネーと仮想通貨の違いはなに？」
電子マネーと仮想通貨の違いや、仮想通貨購入の際の注意点など。また、皆さんが仮想
通貨についてどのように考えているのかアンケート調査を実施します。

　今号の「関大誌上教室」アンケート「読書について」に
ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。プレ
ゼントの発表は、当選者のみ、インフォメーションシステ
ム「個人伝言」で連絡します（３月１９日に通知予定）。
　「関大誌上教室」のアンケートは次号以降も行う予定
ですので、ご協力をよろしくお願いします。

４月号「関大誌上教室」アンケート
プレゼント当選者の発表について

iPadや電子書籍リーダーが登場してから10年近くが経ちました。当初はペー
パーレス化により新しい出版文化が誕生することが期待される一方で、流通機構の
崩壊や書店の消滅を危惧する声もありました。しかし、紙書籍と電子書籍は、一方が
他方を淘汰するような競合しあう関係ではなく、むしろ共存しながら多様性を生み

出していくのではないでしょうか。
通勤通学の電車の中で、スマートフォンでマンガを読んでいる人をよく見かけま

す。場所を取らない電子端末は、混み合った電車などでの読書には最適ですし、情
報を効率よく手に入れるためにも便利です。また、気晴らしのための軽い読み物にも
向いているかもしれませんが、好きな小説をじっくり読みたい場合などは、紙の書物
の持つ確かな手触りが、読書の愉しみを一層かきたててくれるような気がします。感
性の豊かな学生時代に、ぜひ読書を堪能する時間をたくさん持ってほしいと願って
います。

皆さんは本を読んでいますか？ 
今号では、電子書籍を含む読書が、
どのくらい関大生に定着しているか
アンケートを通して探りました。
また、４月から始まる図書館の
新サービスを紹介します！

あなたは普段、読書をしますか？
あてはまるものを選んでください。 

する…７0％ しない…３0％

どのくらいの頻度で電子書籍を利用しますか？
あてはまるものを１つ選んでください。

電子書籍を使用する際、主にどのツールを使用
しますか？ あてはまるものを１つ選んでください。

紙書籍と電子書籍の使い分けはしていますか？
あてはまるものを選んでください。

どのくらい読書をしますか？
あてはまるものを１つ選んでください。

週に１冊以上

▶ じっくり読みたいとき
▶ 小説や新書
▶ 専門書
▶ 手元で保管したいとき

▶ 学術書
▶ 新聞
▶ 漫画

月に２、３冊程度

月に１冊程度

２、３カ月に１冊程度

半年に１冊程度

１年に１冊程度

前の質問で「使い分けている」と回答した方に
お聞きします。紙書籍と電子書籍を
使い分ける基準を教えてください。

電子書籍で何を読んでいますか？
あてはまるものをすべて選んでください。

おすすめの書籍を教えてください。

毎日

週に５～６回

週に３～４回

週に１～２回

年に２～３回

月に１回

利用しない

0 5 10 15 20 25 30 35（%）

0 5 10 15 20 25 30（%）

漫画

雑誌、週刊誌

小説

学術書

趣味、実用書

新聞

資格、検定

自己啓発本

おすすめの作者として、この他には、有川浩さん、恩田陸さん、東野圭吾さん、
三浦しをんさん、湊かなえさん、百田尚樹さんも複数の回答がありました。

※複数回答のあったものを一部抜粋。
書籍名 著者名 出版社名

0 10 20 30 40 50（%）

0 10 20 30 40 50 60 70 80（%）

スマートフォン

タブレット

パソコン

使い分けていない…７９％

使い分けている…21％

読書について
　図書館では、４月１日（日）～９月３０日（日）までの期間限定特別企画として、紀伊國屋書店、丸善雄松堂と協働で電子ブックのTrial Reading、題して “enjoy ebook everyday”を行います！　インターネットを通じていつでもどこでも、本の世界へ足を踏み入れ、“enjoy ebook everyday”してください。

▶クラブ活動やサークルで、レポートの作成は夜中…。参考資料がない！▶カフェでレポートを作成したい！ でも、本を汚しそう。▶この本があれば良いレポートが書けそうだ！ あっ、貸出中だ…。▶休暇前に借りたい資料は多いけど…。一度にすべては借りられない！

「厳選」のPlan K（紀伊國屋書店presents KinoDen）
●将来のために幅広く教養を身に付けたい人にオススメ！
●学部や専攻にかかわらず楽しくためになる “最新の教養書”３００冊を厳選してお届けします！
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流通小売業界／書籍販売

社会の仕組みを成り立たせる民法を学び、
自らの力で世の中を切り開いていく。

法学部　法学政治学科

「専門演習1」
村田大樹 准教授

塩津拓亮さん（３年次生）

「今、気付かなくても、人生の糧になっている」
読書の醍醐味はそこにあります。

大阪府立狭山高等学校出身
2006年文学部卒業

株式会社紀伊國屋書店

武田 里恵さん

株式会社紀伊國屋書店に入社して12年目になる武田里恵さんは、
梅田本店に勤務し、レジでの販売、商品の陳列、出版社への発注など
の業務に従事しています。11年間の人文書担当を経て、昨年3月から
文庫本コーナーを担当しています。

幼稚園でもらった絵本『はじめてのおつかい』が読書の原点という
武田さん。学生時代に多くの小説やエッセイを読んだことや、ゼミで近
現代文学を研究したことが、現在の業務に役立っていると言います。
入社試験の課題で、愛読書である浅田次郎さんの『蒼穹の昴』につい
てエントリーシートを提出。主人公が成功するために奮闘する姿に就
職活動中の自分をなぞらえ、「まだ努力が足りない」と自身を鼓舞した
内容が評価されました。

入社してまず来客数の多さに圧倒されたそうです。特にピークは金
曜日の夕方からで、「慣れるまで必死にレジ業務を覚えました」と語り
ます。また、配属された人文書売り場はジャンルの幅が広く、著者名や
専門用語を覚えることの他、仕分け作業にも苦慮しましたが、他店の
仕様を確認したり、先輩に尋ねたりするなどして、1年ほどで業務をこ
なせるようになったとのことです。

手作りのPOPを作ることや、商品を目立つスペースに並べるといった
小さな工夫が売り上げにつながったときにやりがいを感じると言いま
す。何より大切なのは笑顔。どんなときもお客さまに見られていることを
意識し、お客さまの満足度を高めるという姿勢で接客しているそうです。

繁華街にあることから、主な客層はビジネスマンですが、最近は子
ども向けのイベントを企画し、ファミリー層にも来てもらえるように取
り組んでいます。2歳の子どもの母親でもある武田さん。関大時代に
児童文化研究サークル「あかとんぼ」に所属し、ボランティアで学童保
育の児童に読み聞かせをしたり、遊んだりした経験が、仕事にも子育
てにも生かされているとのことです。

武田さんの目標は、梅田本店発で記録的な売り上げを作る仕掛け
を打つこと。人目に付くメーン通路に商品を置いたり、著者と販売方法
を検討するなど、目標達成のための施策は尽きないそうです。

最後に「関西大学には大きな図書館があるので、ぜひ活用してくださ
い。そこで、興味が持てる本に出合ってほしいですね。そのときは分から

なくても、後になれば人生の糧になっていることに気付くこと
もあります」と読書の醍醐味を紹介してくれました。

必須アイテムは、書店員の必需品である出版社情報が掲載された
「書店実務手帳」。またPOPを書くための専用用紙のPOPカード。

一般的に法律というと、犯罪と刑罰とを定めた刑法を思い浮かべますが、社会の仕組み
全体を成り立たせている法律は、民法です。日常生活において、より身近な法律だとも言う
ことができ、財産関係について規律した財産法と家族関係について規律した家族法の部
分に大きく分かれます。

村田大樹准教授のゼミでは民法全般を取り上げ、学生の価値判断が分かれやすい事例
や判例を素材として勉強します。学生は、判例や文献を調べ、論理を組み立てて発表を行
います。発表者以外の学生にも予習が義務付けられ、不明点の質問や、自分の結論を述べ
ることが求められます。そうすることで、議論を通じて考え方の違いに気付くことができる
授業を実施しています。「具体的な事例で示された判決や、条文の解釈を学習することを
通して、法律がより良い社会を目指して人々が作り上げてきた制度であることを理解し、自
分たちが社会の一員であることや、社会をより良く変えていけることを学んでほしい」と村
田准教授は言います。ゼミでは、学生の理解度に応じて、１つの課題に期限を設けず、同じ
テーマを数回にわたって扱ったり、かみくだいて説明するなどしているそうです。

ゼミでは他大学との討論会にも積極的に参加しています。複数の大学のゼミで共通の
事例について事前に学生だけで検討してもらい、討論会当日にそれぞれの見解を発表し
ます。結論が同じでも結果を導く過程が異なる場合は、より説得力のある発表が評価され
ます。他大学のゼミと討論会を行う意義について、村田准教授は「他大学の学生と競うこと
で自分の客観的な能力を知ることができること、普段と違う環境で緊張感をもって勉強に
取り組めること、相手に主張が伝わらないときに、表現を変えたり、別の観点から説明した
りする力が身に付くこと」と話します。
「法曹の道に進まなくても、例えば企業に入社して仕事をする中で法律が関係する場面

は多々あります。ルールに疑問をもたずに従うだけではなく、理由を理解したうえで行動し
たり、時にルールを批判する力を養ってほしい。裁判に関するニュースなどを見たときも、
表面的に受け取るだけでなく、例えば判決の原文にまでさかのぼって考えるなど、より深く
理解しようとすることのできる人になってほしい」と村田准教授は言います。
「法律は範囲が広く難しいので、すべてを知ることはできないかもしれません。しかし、分

からないことを調べることができるのも法学部生として大事な力です。法学部の卒業生で
あると、プライドをもって言えるような勉強をしてほしい」と力強く語りました。

ルールに疑問をもたずに受け入れるのではなく、理由を理解して行動できる能力を磨く。

募集要項を見て、学生の意見を反映したゼミを作っていこうという思いを
感じました。今まで事例の表面しか見ていませんでしたが、深く追究するよ
うになりました。他大学との討論会では、多くの学生の意見が聞けるため、
民法について幅広い視野を身に付けたい人にはぜひ受けてほしいです。

1年次から民法を学んでいて、このゼミでは民法を全般的に学べると
知って選びました。さまざまな視点から議論が進められるので、自分と
違う意見に気付けます。今後はプレゼンテーションにも積極的に挑戦
して、将来は法律の知識を生かせる仕事に就きたいと思っています。

私はもともと、あまり法律に興味をもつ
ことができませんでした。しかし、ゼミの
同級生から刺激を受ける中で民法が面
白くなっていきました。「法律は難し
い」と思っていた人でも、ゼミで研究を
進めるうちに、社会に対する問題意識
をもつようになったり、意欲的に学習に
取り組むようになったりするものです。
特に勉強に対して真摯な学生や負けず
嫌いな学生に参加してほしいです。

藤井友紀さん（３年次生） 法学部　
村田大樹 准教授

ある1日の
スケジュール
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Yuka Tominaga

冨永 悠奏さん

総合情報学部　３年次生

将来の目標は、最新鋭の機材を使ったドラマ制作です。

2017年度後期上映会終了後の写真
（前列右から２人目が冨永さん）

なるほど・ザ・関大！

関西大学　緑にまつわるエピソード

2017年度後期上映会で上映した
『ナンバガール』の撮影

さん

今月の

関大生
の友の

輪

次回は、冨永さんからのご
紹介で國見祐介さん
（総情３）が登場。お楽
しみに！

このキャンパスで目立つのはやはりサクラです。１００種類、１,３００本にのぼりますが、昨年１２５本のハチスカザクラが加わりました。創立１３０周年事
業のひとつとして植樹されたのです。このサクラはもともと徳島城などで育てられていましたが、近年育苗に成功して、日本国内および海外でも栽培
されるようになりました。ソメイヨシノに比べて開花が早く、２月下旬から咲き始めます。

関西大学は千里山キャンパスや高槻キャンパスを筆頭に緑に恵まれ、学生はもちろん地域の方々にも親しまれています。とりわけ千里山
キャンパスは戦前の「千里山花壇」という遊園地を含むだけに、多くの樹木や草花が四季を彩ります。その緑に縁のある人たちに魅力を聞
きました。

そのキャンパスに異変が起きているそうです。構内の緑の手入れをしている
園芸会社の島谷圭三さんらによると最近、ウメにつきもののウグイスがめっき
り減ったとのことです。そのため、あの間延びしているのんびりした鳴き声があ
まり聞かれなくなったと言います。そういえばそうですね。

原因の一つはカラスです。ここ十数年、周囲のマンション開発などで竹林が
減少した結果、巣作りができなくなったカラスが、緑豊かなキャンパス内に引っ
越し、ウグイスが他に追いやられたという説です。

■ 増えたカラス　減ったウグイス

実は、大学に併設する幼稚園の職員、久山覚さんもカラスが増えたのを実
感しています。最近キャンパス内を歩いていて、カラスの巣の下に落ちたヒナを
見つけました。助けようとしたら、誤解した親カラスに襲われたと言います。

久山さんがキャンパス内を歩き回るのは、まきを拾うためです。大都市周辺
でのまき集めなんてとっくの昔に消えた作業です。しかし、関大の幼稚園にまき

は欠かせません。ここでは園児たちに伝統行事や
自然と親しむ機会をふんだんに提供しています。ま
きが必需品の餅つき、焼き芋、キャンプファイアな
どです。燃料を調達するという意味で、久山さんに
とって関大キャンパスは、農家にとっての里山に似
ているのかもしれません。 

■ キャンパスは里山

ところで冬に最もきれいに咲くサクラが１本だけあります。第３学舎（社会学部）の南側にあるヒマラヤザクラです。樹
高約７メートル。例年は１０月ごろに開花するのですが、昨年は寒さが厳しくなった１２月上旬に満開になりました。落葉樹
がすっかり葉を落としたこの時期に、一本だけ真っ白な花を咲かせるわけですから目立ちます。

このサクラを目当てにやってくるのがメジロです。蜜を吸うかわいらしい姿をカメラに収めようとキャンパスに通ってくる
校友（ＯＢ）がいます。大村和志さん（２０１１年、法学部卒業）です。カメラが趣味で街歩きしながら撮影し、このキャ
ンパスにも時々来てはヒマラヤザクラの蜜を吸うメジロ（写真中）や凜風館屋上でシジュウカラを見つけては、シャッター
を切っています。

■ バードウォッチング

「映画を撮影したい」。その一心で、冨永悠奏さんは、関西大学の文化会映画研究部に入部し、今年の
1月まで部長を務めました。中学生の頃からデジタルカメラを使って、クラブの紹介動画などを撮影し
ていたそうです。最新のパソコン機材やワークステーションなどの設備が整っている総合情報学部に入
学。さまざまな大学の映画研究部やサークルの情報を収集して志望校を選んだほどの映画好きです。
主な活動は、6月、11月、12月に開催する学内の定期上映会と、11月に開かれる学外イベント「関西学

生映画祭」の主催と自主制作映画の出品です。学部がある高槻キャンパスから活動拠点の千里山キャン
パスへの移動は大変でしたが、毎週火曜日に行われる部会には必ず出席していた冨永さん。入部後すぐ
に、脚本や絵コンテ作りから撮影、編集までを一人で行い、短編作品を6月の上映会に出品しました。
部長就任直後、部はコミュニケーション不足により士気が低く、制作本数も少ない状況でした。そこ

で部員の、映画に対する意識を高めようと、月に一度、全員で映画を見に行く劇場鑑賞会制度を提案。
鑑賞後、食事をしながら映画の話に花を咲かせることで、徐々に連帯感が強まったと言います。
昨年は映画制作に意欲的な新入部員が入り、冨永さんの映画制作にも積極的に協力し
てくれているそうです。春と夏に実施される合宿では夜通し語り合い、仲間との親睦が
深まったのだとか。「引退時に後輩から『1年間楽しかったです』と言われたときは感激
しました」と笑顔を浮かべました。
活動の一環で「関西学生映画祭」の代表も務めました。「関西学生映画祭」は、「学生の
学生による学生のための映画祭」で、関大の映画研究部が主催し、関西の大学に所属する
映画サークルの有志で運営しています。審査員も学生に限られ、学生の
視点で評価するのが特徴です。毎年全国から作品が集まり、予選を通
過した約10本が上映され、観客の投票数が多かった1作品が観客賞に
選ばれます。「最近は観客賞を取れていないので、今年は狙いたいです」と
語る冨永さん。学外活動への参加で人脈も広がったと言います。
映画は一人では作れません。コミュニケーションを通して、一つの目
標に向けて全員で協力する力が身に付いたと実感している冨永さん
は、「口下手でしたが、代表を務めたことでさまざまな人とコミュニ
ケーションを密にとることが必要になり、意思疎通の大切さを知り
ました。これからも積極的に人と関わっていきたいです」と語りま
す。「映像の撮影と編集技術を生かし、卒業後は目標としている
テレビ局に就職して、最新鋭の機材を使ったドラマを制作したい」と
これからの活躍に胸を膨らませています。

くん

餅つきの準備をする久山さんとまきの山（昨年１２月７日）

メジロが蜜を吸うヒマラヤザクラ（昨年１２月上旬　大村和志さん撮影）

■ 創立１３０周年記念のハチスカザクラ

満開のヒマラヤザクラ（昨年１２月２日）
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第3学舎

千里山キャンパス

）

学　　　　部

研 究 科

専門職大学院

法・文・経済・商・社会・政策創造・
外国語・システム理工・環都都市工・
化学生命工
法学・文学・経済学・商学・社会学・
理工学・外国語教育学・心理学・
東アジア文化・ガバナンス
法科・会計・臨床心理

（

千里山中央グラウンド

千里山東体育館
総合学生会館

メディアパーク 凜風館 

第4学舎

関西大学博物館（簡文館）

尚文館

以文館

正門

新凱風館

第1学舎

第2学舎

凜風館1Fには
「コラボレーション
コモンズ」も
あります！

グループ
学習のための

図書館ラーニング・
コモンズが
あります！

どこに相談
したらいいのか
わからない

場合はこちらへ！

●学生生活、課外活動、
奨学金などについて
の各種相談

●履修相談
●定期試験に関する問い合わせ
●教職課程履修や海外留学の相談
●学生証の再発行、各種証明書の発行

●各ゼミ専用の演習室が５７室と恵まれ
た研究環境です。

総合情報学部オフィス（A棟1F）

●履修相談
●定期試験に関する問い合わせ
●教職課程履修や海外留学の相談
●学生証の再発行、各種証明書の発行
●学生生活、課外活動、奨学金などにつ

いての各種相談

堺キャンパス事務室（A棟1F）

●就職・進路に関する相談
●就職情報資料の閲覧
●進路選択・就職活動支援行事開催の案内

キャリアセンター
堺キャンパス分室（A棟2F）

情報演習棟（K棟）

高槻ミューズキャンパス
社会安全学部
社会安全研究科

西館

ミューズ保健
センター

（西館9F）

●就職・進路に関する相談
●就職情報資料の閲覧
●進路選択・就職活動支援行事開

催の案内
エクステンション・リードセンター
開講講座の受付も行っています。
※総合情報学部生・大学院総合情報学

研究科生に限る。

「社会安全」を
テーマにした
展示物を観覧
できる「安全
ミュージアム」も
あるよ！

●履修相談
●定期試験に関する問い合わせ
●教職課程履修や海外留学の相談
●学生証の再発行、各種証明書の発行
●学生生活、課外活動、奨学金など

についての各種相談

ミューズオフィス（西館2F）

●TOEICⓇ L&R対策や各
種資格取得に向けた講
座の開講

●公務員講座の開講
●就職関連講座の開講

体験学習エリア
A棟 B棟

堺キャンパス保健室
（A棟1F）

堺キャンパス
人間健康学部
人間健康研究科

梅田キャンパス

エクステンション・リードセンター
開講講座の受付も行っています。
※人間健康学部生・大学院人間健康研究科生に限る。

「体験学習
エリア」は

グループ活動を
学ぶ堺キャンパス
ならではの教育・
研究施設です！

２階「スタート
アップカフェ大阪」では

起業相談や
各種イベントを実施。

５階キャリアセンター梅田
オフィスは都心部での
就職活動拠点として
学生を支援。

専門職大学院
事務グループ
（尚文館3F）

●履修相談
●試験・成績に関する相談
●住所などの変更手続き・

学生証の再発行

キャリアセンター
（新関西大学会館北棟3F）
キャリアセンター理工系
事務室（第4学舎1号館2F）

●就職・進路に関する相談
●就職情報資料の閲覧
●進路選択・就職活動支援行事開催の案内

就職・
進路のこと
ならこちらに
お任せ！

総合図書館
●21４万冊を超える図書や

雑誌の閲覧、貸出、複写
●各種データベースや電子

ジャーナルの利用
●閲覧室の利用、他キャンパ

ス図書館の資料取り寄せ

ITセンター（円神館）
●パソコンでのウェブサイト閲覧、

電子メール利用、レポート作成、
印刷などがオープン利用可

「kuwifi」という名前の電波が確認でき
るところで利用できます。全てのキャン
パスで利用できます。詳しくはITセン
ターのウェブサイトを参照してください。

学生センター
（凜風館1F・新凱風館1F）

●学生生活、課外活動、奨学金
などについての各種相談

●ボランティア活動、ピア・サポー
ト活動についての各種相談

●体育会のクラブ活動・スポーツ
振興に関する支援や相談

『関西大学
通信』は広報課で
発行して
います！
広報課

（関西大学会館1F）

エクステンション・
リードセンター
（第3学舎3号館2F）

●各種資格取得に向けた講座の開講
●国家試験受験対策講座の開講
●就職関連講座の開講
※IELTSTM・TOEFLⓇ・TOEICⓇ L&R対策

コースや公務員試験対策など幅広く講座
を開講しています！

阪急電鉄
「関大前」駅

国際部
（第２学舎1号館2F）

●留学・国際協力・国際交流に
関する相談、資料の閲覧

●各種海外留学派遣プログラ
ム、ガイダンスなどの開催

●さまざまな外国語学習プロ
グラム・異文化交流イベント
を実施（Mi-Room）

国際部を
活用して
グローバルな
感覚を身に
付けよう！

学生相談・支援センター
（新関西大学会館北棟１F）

●総合相談
●障がいのある学生に対す

る修学支援

保健管理センター（新関西大学会館北棟４F）
●定期健康診断（毎年４月に実施しています。必ず受
診してください）
●診療・健康相談
●健康診断証明書の発行（当該年度の定期健康診断
の受診が原則）

※診療所受診の際には、健康保険証を持参してください。

千里山中央体育館

教務センター（第2学舎1号館1F）

教職支援センター（第2学舎1号館1F）

●履修相談
●試験・成績に関する相談
●住所などの変更手続き  

学生証の再発行

●学割証の発行
●教職課程履修、各種資格取得に関

する相談
●各種証明書の発行

※大学での履修登録は高校までの履修方法
とは大きく異なります。履修ガイダンスなど
に参加し、分からないことがあれば教務セ
ンターに問い合わせてみましょう。

　（法科大学院、臨床心理専門職大学院は尚
文館・専門職大学院事務グループへ）

修学上の
手続きや相談は
こちらへ！

●就職・進路に関する相談
●就職情報資料の閲覧
●進路選択・就職活動支

援行事開催の案内

新入生を対象にオリエンテーション期
間を設け、ガイダンスやサポート、講演
会など、各学部において歓迎行事を実
施。積極的に参加しましょう！

人間健康学部
小山直幸氏による講演会

【日時】4月３日（火）１３：00～１４：００
【場所】堺キャンパスB棟ＳB３０１教室
【講師】社会福祉法人 大阪市障害者福祉スポーツ協会
　　　障がい者スポーツ振興部 スポーツ振興室 室長 小山直幸氏

総合情報学部
学部案内・総合情報学部ガイダンス

【日時】4月2日（月）9:00～
【場所】B、C、E棟内教室

社会安全学部
～なぜ、大学で勉強しなければならないのか～

【日時】4月３日（火）11:15～12：45
【場所】高槻ミューズキャンパス西館５Ｆミューズホール
【講師】関西大学社会安全研究センター長 
　　　河田惠昭名誉教授

法学部
「憲法訴訟の彼方へ 
 ‒a constellation in human rights law」

【日時】4月4日（水）13:30～15:00
【場所】千里山キャンパス第1学舎1号館千里ホール
【講師】西成法律事務所 弁護士 遠藤比呂通氏

文学部
文学部ガイダンス

【日時】4月2日（月）14:00～
【場所】千里山キャンパス第1学舎1号館千里ホール

経済学部
「あなたの手は誰かの翼」
【日時】4月2日（月）13:30～15:00
【場所】千里山キャンパス第2学舎4号館BIGホール100
【講師】一般社団法人ata Alliance
　　　代表 中岡亜希氏

商学部
「仕事さがしの極意をおしえます」
【日時】4月2日（月）11:30～13:00
【場所】千里山キャンパス第2学舎4号館BIGホール100
【講師】Indeed Japan株式会社
　　　代表取締役／営業本部長 高橋信太郎氏

国際部
海外学びフェアSpring（留学ガイダンス） 

【日時】4月4日（水）16:00～17:30
【場所】千里山キャンパス第1学舎1号館千里ホール・4階教室
【内容】各種留学プログラムの説明後、個別相談を行います。

ようこそ関大プロジェクト
【日時】4月8日（日）予定
【場所】千里山キャンパス100周年記念会館
【内容】留学生と一般学生の国際交流の場

社会学部
社会学部での学び

【日時】4月4日（水）13:30～15:30
【場所】千里山キャンパス第2学舎4号館BIGホール100

政策創造学部
政策創造学部の特色ある学び

【日時】4月2日（月）13:00～
【場所】千里山キャンパス第１学舎５号館Ｅ４０１教室

ガバナンス研究科～学びへのいざない～
【日時】4月4日（水）12:00～13:00
【場所】千里山キャンパス第１学舎５号館Ｅ４０１教室

外国語学部
スタディ・アブロード説明会：留学へ向けて

【日時】4月3日（火）9：00～10：30
【場所】千里山キャンパス第1学舎5号館E501教室

新入生交流会
【日時】4月4日（水）11:00～13:30
【場所】千里山キャンパス岩崎記念館F401教室

新入生
歓迎特別行事を

開催

新入生
歓迎特別行事を

開催

関西大学 たかつき
アイスアリーナ

セミナーハウス高岳館

A棟 管理・研究棟

高槻キャンパス保健室
（K棟北1F）

高槻キャンパス
総合情報学部
総合情報学研究科 高槻キャンパス

オフィス（A棟1F）

キャリアセンター
高槻キャンパス分室（K棟1F）

エクステンション・
リードセンター
高槻ミューズ

キャンパス分室（西館3F）

キャリアセンター
高槻ミューズ

キャンパス分室（西館3F）

●PC・ネットワークの利用相談
●MonoLab（総情工房）の利用

講習会開催
●撮影機材等の利用相談と貸出
●スタジオ関連施設の利用相談
●PC・Mac・Unix教室はオープ

ン利用できます

総合情報学部生対象の実習施設
スタジオ棟（C棟）
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201８年度
キ  ハラ　ジュン

木原 淳 教授
【専門分野】
法哲学、政治哲学

■趣味・特技など
歴史散策、ヨガ
■学生に向けたメッセージ
古今問わず目標とする人物を見つけ、
自らを形成しましょう。

イ  トウ　ヨシ ヒロ

伊藤 吉洋 准教授
【専門分野】
会社法（特にM&Aにおける諸問題）

■趣味・特技など
ジョギング
■学生に向けたメッセージ
可能な限り丁寧に指導します。

ヒラ  イ　ショウイチ

平井 章一 教授
【専門分野】
近現代美術史

■趣味・特技など
野球観戦
■学生に向けたメッセージ
皆さんのがんばりを応援します。

コ   スギ　 マ    リ　 ア

小杉 麻李亜 准教授
【専門分野】
文化人類学、イスラーム研究、聖典研究

■趣味・特技など
ヨガ、整体、ゲーム
■学生に向けたメッセージ
今、宗教が熱いです。
一緒に楽しく学びましょう！

ペドロ・ラポウズ

Pedro Raposo 教授
【専門分野】
国際開発援助政策、アジア-アフリカ関係

■趣味・特技など
F1、サイクリング、水泳
■学生に向けたメッセージ
Work hard, never give up, 
and you will get there.

イシ  ダ　 カズ ユキ

石田 和之 教授
【専門分野】
財政学、租税論

■趣味・特技など
読書、ジグソーパズル
■学生に向けたメッセージ
大学で学べるのは本当に幸せなことです。

キ  ムラ　マサ  コ

木村 匡子 准教授
【専門分野】
マクロ経済学、公共経済学

■趣味・特技など
散歩、写真
■学生に向けたメッセージ
4年間、後悔のないように過ごしてください。

ホソ ゴシ　ヒロ  キ

細越 寛樹 准教授
【専門分野】
臨床心理学、健康心理学、カウンセリング

■趣味・特技など
いろいろありましたが今は子育て奮闘中
■学生に向けたメッセージ
勉強でも何でも本気になれることが
見つかるといいですね。

ア  ナン   ノブ  コ

阿南 順子 教授
【専門分野】
日本演劇、視覚文化（英米との比較を含む）

■趣味・特技など
書道、ヨガ
■学生に向けたメッセージ
学生時代に、多くの本を読み、
数人の親友を見つけてください。

イノ ウエ　ノリ  コ

井上 典子 教授
【専門分野】
英詩、韻律論、中英語

■趣味・特技など
ピアノ、アルゼンチンタンゴ
■学生に向けたメッセージ
失敗を恐れず、
何にでもチャレンジしてください。

クリス・ラモンダ

Kris Ramonda 准教授
【専門分野】
応用言語学、語彙取得、比喩

■趣味・特技など
筋トレ、外食、Netflix
■学生に向けたメッセージ
成長するためには、常に現在の観点に挑戦する
アイデアを追求しなければなりません。

タ  ジマ　 ヨシヒト

田島 義士 准教授
【専門分野】
フランス文化論、フランス文学

■趣味・特技など
古着屋巡り、食べ歩き、猫鑑賞
■学生に向けたメッセージ
皆さんのお勧めを教えてください！

タ  ムラ　ユウ

田村 祐 助教
【専門分野】
応用言語学、心理言語学、第二言語習得

■趣味・特技など
R（永遠の初心者です）
■学生に向けたメッセージ
May the force be with you.

イズミ  カツ ユキ

泉 克幸 教授
【専門分野】
知的財産法

■趣味・特技など
読書（ミステリー）、お酒（バーボン）
■学生に向けたメッセージ
失敗と後悔を重ねて成長していけるのが
若者の特権です。

ハヤシ タカ ヒロ

林 貴宏 教授
【専門分野】
情報検索、マルチメディア情報処理

■趣味・特技など
旅行、温泉
■学生に向けたメッセージ
いろいろなことに挑戦してください。

ツキヤマ　ヒロ　キ

築山 宏樹 准教授
【専門分野】
政治過程論、計量政治学

■趣味・特技など
読書
■学生に向けたメッセージ
皆さんの学びをお手伝いできるよう
がんばります。

オカモト　　マ　キ　コ

岡本 満喜子 准教授
【専門分野】
安全に関する法制度、過失とヒューマンエラー

■趣味・特技など
ランニング、旅行、読書
■学生に向けたメッセージ
気合いだけでミスをなくせる？
一緒に考えていきましょう。

ハマ  ダ　ショウ ジ

濵田 昌司 教授
【専門分野】
電気応用学、電力工学、生体電磁工学

■趣味・特技など
研究、PC自作、散歩
■学生に向けたメッセージ
誰かを幸せにできる自分になれるよう、
一緒にがんばりましょう。

タカラ ダ　ジュン

宝田 隼 助教
【専門分野】
機能変換材料、圧電デバイス

■趣味・特技など
スキー、キャンプ、山登り
■学生に向けたメッセージ
皆さんに近い立場からサポートしていきます。

２０１８年４月から、関西大学の専任教育職員となった
１９人のプロフィール紹介と皆さんへのメッセージを掲載します。

文
学
部

経
済
学
部

外
国
語
学
部

法
学
部

外
国
語
学
部

社
会
安
全
学
部

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部

総
合
情
報
学
部

総
合
情
報
学
部

商
学
部

社
会
学
部

11 12



専門職大学院トピックス

併設校トピックス

会計専門職大学院

関西大学北陽高等学校

「学問」と「自由」 地道な学びの先にこそ楽しく、豊かな学生生活を過ごすために

新入生の皆さんへ 新入生の皆さんAD ALTIORA SEMPER

商学部新入生の皆さんへ

今、総合性が求められている

人生の中の大きな転換期

高度な会計専門職業人への道

豊かさと幸せについて考える

文学部へようこそ

社会学部／社会学研究科

社会安全学部／社会安全研究科

商学部／商学研究科経済学部／経済学研究科文学部／法学部／法学研究科

人間健康学部／人間健康研究科外国語学部／外国語教育学研究科政策創造学部／ガバナンス研究科 総合情報学部／総合情報学研究科

文学研究科
東アジア文化研究科

各学部・研究科のさまざまな活動や取り組みなど、
トピックスや皆さんへのメッセージをお届けします。学部・研究科トピックス

システム理工学部・環境都市工学部・化学生命工学部／理工学研究科

大学生は、高校生までとは異なり、「教育を受ける権
利」（日本国憲法26条）を享受するだけでなく、「学問
の自由」（同23条）の主体です。大学は、専門学校とは
違い、出来合いの知識を分かりやすく伝え、授けるた
めの場ではなく、研究者＝教員と学生が共に新たな知
を生み出し、育むための場で、そのための自由が「学問
の自由」です。受験勉強から解放されたのだから、「単
位のため、資格のため、就職のため」といったことにと
らわれず、好奇心の赴くままに勉強してください。それ
を「楽しい」と感じたあなたは、「学問」の入り口に立っ
ています。そういう瞬間が訪れることを願っています。

（学部長　小泉良幸教授）

入学のよろこびに水を差すようですが、大学で
の学びはなかなか辛いものです。新たな知識を
得る楽しさを感じる日々も、さほど長くはつづか
ないでしょう。外国語では、たくさんの単語を暗
記しなければならず、地道な調査や実験・実習
にも多くの時間をとられます。うわべだけの議論
では許してもらえません。その先にようやく、「わ
かった」「つきとめた」「解決した」という瞬間が訪
れます。試練に耐える「覚悟」があれば、研究の
楽しさを見つけ出すことは、きっとできます。

（学部長　永井良和教授）

新入生の皆さん、入学おめでとう。「生徒」から
「学生」と呼ばれるようになった皆さんは、これ
からの文学部の学びに対して、期待と不安を抱
いているでしょう。文学部では、そんな皆さんが
これから人文学の豊かで多様な分野に入って
いくために、「学びの扉」「知へのパスポート」

「知のナヴィゲーター」という充実した初年次科
目を用意しています。どうかこれらにしっかりと
取り組んで、これからの４年間の充実した学び
をスタートさせてください。とりわけ、この半年
間が勝負です。

（学部長　藤田髙夫教授）

ご入学おめでとうございます。大学に入学する
と、高校までと違い、異なる文化の中で育った人
と出会うことができます。また、政策創造学部で
は、法学、政治学、経済学、経営学といったさまざ
まな学問分野を学ぶことができるので、それぞ
れに関心を持った多様な学生が集まってきます。
人との出会いは、自分を成長させます。大学生活
を通じて、学内はもとより、地域社会、外国にも
積極的に飛び出し、多様な人と出会い、自らを高
めていってください。

（副学部長　西澤希久男教授）

入学おめでとうございます。経済学部では、皆さ
んに「経済」という切り口で世界の状況や変化を
理解する力を身に付けてほしいと思っています。
そのために、初年次からさまざまな機会を提供し
ています。大学での学びを豊かにし、卒業時にき
ちんとした力を身に付けているためには、受験勉
強を終えたばかりの4月からスタートダッシュを
しっかりとしてください。良いスタートが切れれ
ば、日々のペースがつかめ、余裕のある大学生活
が過ごせるようになるでしょう。もちろん、友達づ
くり、サークル活動なども最初が肝心です。

（学部長　谷田則幸教授）

ご入学おめでとうございます。これから皆さんは
本学部でさまざまなビジネスに関する知識を吸
収していくことになります。その際に、単に知識
を得るだけでなく、それを基礎に自身の主体的
な考えをもち、自身の責任で行動することが重
要になります。本学部では、個性あるカリキュラ
ムを通じて、グローバル化・IT化の波に対応で
き、かつ財務・会計のスキルを身に付けたビジ
ネスパーソンに育つことを願っています。商学部
に入学した機会を最大限に活用して、充実した
と言える4年間を過ごしてください。

（学部長　乙政正太教授）

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。
これから皆さんと一緒に学んでいくことを、教
職員一同、楽しみにしています。入学に際して、
AD ALTIORA SEMPERという言葉を贈りたい
と思います。このフレーズの真の意味が分かる
ようになるまでには、かなりの時間とさまざまな
経験、それに（時には）挫折も必要となるかもし
れません。しかし、いつの日か、その意味をかみし
められるように、研さんの日々を積んでほしいと
思います。「常に、より高きものをめざして」

（学部長　竹内理教授）

「あなたの生活は豊かですか」と聞かれたら、あ
なたはどのように答えますか。その際の基準は
何ですか。お金ですか、物ですか、人間関係です
か、趣味や社会活動ですか。あるいは、これらが
組み合わさった状態ですか。あなたやあなたの
家族だけが豊かであれば幸せですか。地域社会
や国家の豊かさは関係ありませんか。人間健康
学部では、豊かさや幸せについて、こころ、から
だ、くらし、という３つの側面から考えています。
４年間、ぜひ一緒に考動しましょう。入学、おめで
とうございます。

（学部長　山縣文治教授）

コンピュータおよびそのネットワークの出現は、
時間、空間を越えて世界をつなぎ、工業を変え、
流通を変え、経済を変え、コミュニケーションの
在り方を変え、今や社会システム全体を変えつ
つあります。この変化およびそれによって出来す
る問題に対応するには、広範囲の知識が必要と
なります。総合情報学部のカリキュラムは、情報
科学は言うまでもなく、多様な領域の科目より
構成されています。新入生の皆さんが、自己の
関心をさまざまな方向に広げながら学んでいく
ことを期待しています。

（学部長　桑原尚史教授）

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。
社会安全学部は、社会の安全・安心について学
ぶ、日本で初めての学部です。この4月で開設か
ら9年目を迎えます。災害・事故に対する備え、
発災時に被害を最小限にする手だて、社会全体
を災害に強いものに変えていく方策などを理論
と政策の両面から学びます。論語に「学びて思わ
ざればすなわちくらし」という一句があります。こ
れは大学生の勉学のあるべき形を的確に言い
表しています。皆さんの社会安全学部での4年
間が充実したものになることを願っています。

（学部長　安部誠治教授）

ご入学おめでとうございます。大学への入学は
人生の中でも大きな転換期です。自分の将来を
見つめ、自分自身を律していかなければなりま
せん。努力次第で、いくらでも未来を変えること
ができます。夢をかなえるための努力を惜しま
ず、時間を大切にしてください。時間は確実に過
ぎていき、二度と戻ってくることはありません。退
屈に思える今であったとしても、それは人生にお
いて一度きりしかない、かけがえのない今なの
です。二度とやってこない今のこの一瞬を大切
にしてください。自分の希望する方向があるの
に、何か理由をつけて自分の可能性を低く見積
もることのないようにしてください。今後の人生
は前進あるのみです。

（教頭　内田正人）

ご入学おめでとうございます。会計専門職大学
院では、皆さんが公認会計士等の高度な会計専
門職業人となるためのさまざまな仕組みを用意
しています。その最たるものは、本年度より始ま
る新カリキュラムです。横軸に4科目群(導入、基
本、発展、応用・実践)、縦軸に5系統(財務会計、
管理会計、監査、法律・税務、経営・経済)、また、
各 系 統 に 属さない 科 目として、特 殊 講 義
(Specific Lecture)、個別演習科目、修士論文
科目、インターンシップ科目を置き、効率的かつ
体系的な学習を可能としています。皆さんが会

計心(Accounting Mind)をもっ
た高度な会計専門職業人となっ
てくれることを期待しています。

（入試主任　中村繁隆教授）

新たな世界の構築に向かって 環境都市工学部新入生の皆さんへ 化学生命工学部新入生の皆さんへ
AI(Artificial Intelligence)やビッグデータの言葉が学
問的な概念ではなく、IoT(Internet of Things)により
活用された実世界が迫っています。先端技術が社会にく
まなく入り込み、社会のシステムを変える大きな変革の
時期です。この変革の時期に諸君は大学で学び、そして
数年後には人類が経験したことのない世界をつくり上げ
る担い手になります。この革新は、私たちの生き方にまで
影響を与えていきます。システム理工学部では科学的な
真理を探究し、利活用する姿勢を身に付けます。自ら希望
した学問領域を探究することで、自分を高め、人類社会に
貢献できる基礎づくりに積極的に挑戦してください。

（システム理工学部学部長　田實佳郎教授）

環境都市工学部の３学科は、人間生活と環境が調
和した「まちづくり」の創造・再生を担う研究者や技
術者の育成を目指しています。私たちの国土や資
源は限られており、災害や資源枯渇などの環境変化
に対応できる都市機能の構築や生活環境の維持
が重要な課題となっています。新入生の皆さんが、
これから入学する建築学科、都市システム工学科、
エネルギー・環境工学科において、幅広い教養と専
門的な知識を身に付け、都市や環境に関するさまざ
まな問題に対して、自ら創造的に考え、さらに行動で
きる社会人に成長することを願っています。

（環境都市工学部学部長　山本秀樹教授）

ご入学おめでとうございます。化学生命工学部の化学・
物質工学科と生命・生物工学科の2学科では、軟らか
いもの（生体）から硬いもの（金属・セラミックス）まで、
持続可能な社会に貢献し、人に役立つ「ものづくり」を原
子・分子レベルで「研究・開発」を推進できる人材の育
成を目指しています。入学した皆さんは理工系科目の
基礎から応用を学ぶとともに、それら以外のいろいろな
分野（文学・歴史・経済など）について積極的に学んで、
幅広い教養も身に付けた多様化した社会を担う技術
者・研究者になってほしいと考えています。皆さんの「若
い感性とみなぎるエネルギー」に期待しています。

（化学生命工学部学部長　池田勝彦教授）

月

７月

６月

５月

９月

８月
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※詳細はインフォメーションシステム等で確認してください。

試験期間や休業期間などスケジュールを把握し、計画的に学生生活を送ってください。

４月

学部 大学院 専門職大学院 留学生別科
●学年始 春学期開始（1日）  ●入学式（1日）
●新入生指導行事（1日～４日）
●春学期授業開始（５日）

●大学昇格記念日（5日） ●大学昇格記念日（5日）※休業日
●日本語科目試験成績発表（８日）

●日本語科目試験（３１日～６月１日）

●学年始 春学期開始（1日）  ●入学式（２日）
●新入生指導行事（２日～４日）
●春学期授業開始（５日）

●学年始 春学期開始（1日）  ●入学式（２日）
●オリエンテーション（２日～４日）
●春学期授業開始（５日）

●春学期授業終了（法務２１日、臨床心理2７日、会計３０日）
●春学期試験（法務2３日～３１日、臨床心理2８日～３１日）

●春学期授業終了（３０日）
●春学期定期試験（３１日～８月１日）

●春学期授業終了（2３日）
●春学期試験（３０日）

●春学期授業終了（２３日）
●春学期試験（２４日～３１日）

●夏季休業（1日～９月２０日） ●夏季休業（２日～９月２０日）  ●春学期成績発表（８日）
●日本語集中演習（2１日～９月３日）

●夏季休業（２日～９月２０日）

●春学期成績発表
●学位記（９月期専門職学位）授与式（１９日）
●春学期終了（２０日）
●秋学期開始（２１日）
●秋学期授業開始（２１日）

●春学期成績発表  ●学位記（修士・博士）授与式（１９日）
●秋学期入学式（文学研究科・理工学研究科・
　外国語教育学研究科・東アジア文化研究科）（１９日）
●新入生指導行事（文学研究科・理工学研究科・
　外国語教育学研究科・東アジア文化研究科）（１９日）
●春学期終了（２０日）
●秋学期開始（２１日） ●秋学期授業開始（２１日）

●春学期成績発表  ●春学期卒業式（１９日）
●秋学期入学式（総合情報学部）（１９日）
●新入生指導行事（総合情報学部）（１９日）
●春学期終了（２０日）
●秋学期開始（２１日） ●秋学期授業開始（２１日）

●日本語集中演習成績発表（７日）
●春学期修了式（１１日）  ●春学期終了（２０日）
●秋学期開始（２１日）
●オリエンテーション（２１日～２９日）
●秋学期入学式（２２日）

●学年始 春学期開始（1日）  ●春学期入学式（３日）
●オリエンテーション（２日～６日） 
●春学期授業開始（９日）

しゅったい
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関大トピックス

読書について

「ようこそ、伝統の継承者」

編集後記

今月の表紙

カメラマン：文化会写真部 デジタルパート 
　　　　　　田中佑典さん、永見茜さん
モデル：文化会書道部 西田翔悟さん、豊嶋友未香さん

　新入生の皆さん入学おめでとうございます。国内屈指の歴史と伝
統を有する関西大学にようこそ。さて、本学は正義を権力より護れを
建学の精神とし、学の実化（学理と実際との調和）を学是に掲げ、市
民の教育に貢献し、社会を先導してきました。近年は、国際性、知性と
先進性、歴史と伝統を掲げ、教育、研究の充実とともに学生支援力に
おいても、さらに高度に進化し続けています。私は、1975年に社会
学部に入学し、卒業後も職員として奉職し、伝統の継承者として、先
輩やかわいい後輩と共に一時代を過ごしていることに、大きな誇り
を感じています。在学中は、専門分野を学び、課外活動では心身を鍛

錬し、充実した学生生活を送ることができました。先生や先輩から
は、理想の府で学べることに感謝し、建学の精神、学是と共に歴史と
伝統ある「学歌」の意味を深く理解すること、積極的に、主体的に、謙
虚に、柔軟に、気付く力を持ち、関西大学の一員として、誇り高く「凛」
として振る舞うことを教示いただきました。今も先生や先輩からの指
導・助言や、さまざまな経験を積むことを許容いただいた母校に心
から感謝しています。この恵まれた環境の中で自ら“考動”し、良き
師、良き書、良き友を得、また関西大学の「伝統の継承者」としての誇
りと共に意義ある学生生活を送ってください。ようこそ関西大学へ。

　この冬は例年以上の寒さでしたが、それを耐えてきたからこそ、新緑と桜満開の春を迎えました。厳しい受験を乗り越えた新入生たちの心境その
ものでしょう。新年度の第一号として、本号の冒頭では、読書について一緒に考え、先輩たちがお薦めの本や図書館の利用の仕方などを詳しく紹介
しています。新生活を機に、専門知識や趣味教養を高めるよい機会になれたらうれしいです。その他は、役立つキャンパスマップやキャンパスの緑に
まつわるエピソード、各学部の紹介などの情報も満載なので、ぜひ手に取って見てください。

発行日：２０１８年３月１９日（年９回発行）
発行：関西大学広報委員会
〒５６４-８６８０ 大阪府吹田市山手町３-３-３５
電話：０６-６３６８-１１２１（大代表）

こんにちは。書道部です！ 書道部では、毎年の「書展」に向け
て活動しています。書道というと、難しく感じるかもしれません
が、未経験者も多く、先輩も多いので確実に上手になりますよ！ 
新入生の皆さん、大学で新しいことをするなら書道部へ！

　2月23日、関西大学梅田キャンパス“KANDAI Me RISE”
内で展開する起業家育成・支援事業が中小企業庁より

「創業機運醸成賞」を受賞しました。
　支援事業の活動拠点である「スタートアップカフェ大
阪」は、梅田キャンパス開設以来、個別相談のみならず、民
間企業や公的機関等と連携し、起業家やさまざまな分野
の専門家を迎えイベント
を開催。多岐にわたるテー
マで、参加者の将来のキャ
リアを考える際に選択肢
の一つに「起業」の道があ
ることを示してきました。
学生のみならず、会社員や
主婦など幅広い層を受け
入れ、開設からわずか1年
余りで相談者数は1,200
人を超え、イベント参加者
数は5,100人にもおよび
ます。創業数は32社にの
ぼり、今後ますますの躍進
が期待されます。

梅田キャンパスが中小企業庁より
「創業機運醸成賞」を受賞

（広報委員・システム理工学部准教授　呂仁国）

学生サービス事務局長　中塚義史

公式SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）では、
大学ウェブサイトでは紹介しきれない最新ニュースやイ
ベント情報など、さまざまなコンテンツを配信。関西大学
のフォロワーになってキャンパス情報を入手しましょう。

　 Facebook
　 （@kansai.u）
　最新ニュースやイベ
ント情報、学生・教職員
の活躍などを日々投稿
しています。また、在学
生に対して緊急性が高
いと判断した情報も、補
完的にFacebookで発
信します。

学生スタッフなど募集のお知らせ 関西大学公式SNSを利用しよう！

　 Twitter
　 （@UnivKansai）
　Facebookと連動し
て各種ニュースをツイー
トしています。在学生に
対する緊急連絡も発信
します。

　 YouTube
　 （Kansai University 
　 Official Channel）
　関大生が制作した「関
西大学学歌」の動画や入
学式・卒業式の様子など、
さまざまな動画コンテ
ンツを公開しています。

　 Instagram
　 （@kansai_university）
　四季折々のキャンパス
風景、関西大学の素敵な
写真を投稿しています。

　ピア・サポート活動（学生による学生の支援）を実践する8
つのコミュニティがあります。教職員のバックアップのもと、
さまざまなサポートプログラムを企画・運営しています。

ピア・コミュニティ

ボランティア活動支援グループ
volunteer@ml.kandai.jp問い合わせ先

　関大生にボランティアを広めることを目的に、環境や防災
など身近な問題への意識啓発やボランティア体験ツアーな
ども行っています。

ボランティアセンター学生スタッフ

ボランティア活動支援グループ
volunteer@ml.kandai.jp問い合わせ先

　体育会所属選手に対するスポーツ傷害の応急処置・テー
ピング・ストレッチ、アスレティックリハビリテーション補助を
行い、各部の練習・試合でのサポートもしています。

ATルーム学生トレーナー部

ATルーム学生トレーナー部
kaisers_kuat@yahoo.co.jp問い合わせ先

　他にも、関西大学では、学内のさまざまな所で学生が活躍
しています。
● 授業支援SA、LA、TA
● 学生相談・支援センター学生支援スタッフ
● キャリアセンター学生スタッフ
● 国際部レジデント・アシスタントなど
● S&C（ストレングス＆コンディショニング）学生スタッフ
　募集告知は、インフォメーションシステム「お知らせ」や学
内ポスターなどでお知らせしますので確認してください。

　高校生・保護者の大学見学時の対応（キャンパス案内な
ど）、オープンキャンパス実施運営、入試広報冊子への取材
協力などを行っています。

入試広報学生スタッフ

入試センター入試広報グループ
nyushikoho@ml.kandai.jp問い合わせ先


